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はじめに 

Anthropic 社 CEO ダリオ・アモデイ（Dario Amodei）は、AI の能力向上が指数関数的成長の

最も劇的な局面に突入していると主張し、「人類は目を覚ます必要がある」と繰り返し訴えて

いる[1]。彼が言う「指数関数の終盤」（end of the exponential）とは、成長が鈍化するという意

味ではなく、S 字カーブの最も急峻な上昇局面に今まさにいるという認識を指す。2026 年 2 月

の Dwarkesh Patel 氏とのインタビューにおいて、アモデイは「我々は指数関数の終わりに近づ

いている（We are near the end of the exponential）」と語った[2]。その真意は、AI が人間レベ

ルのあらゆるベンチマークを飽和させる到達点が数年以内に迫っているということである。本

稿では、この警告の技術的背景、「準備不足」の具体的内容、そして他の業界リーダーとの見

解比較を通じて、アモデイの問題提起を多角的に検討する。 

1. アモデイの思想的軌跡──二つのエッセイと主要インタビュー 

1.1 「Machines of Loving Grace」（2024 年 10 月） 

約 15,000 語に及ぶこのエッセイは、楽観的ビジョンの表明であった。アモデイは冒頭で「ほと

んどの人が AI のアップサイドの急進性を過小評価している」と書き出し、強力な AI（彼は

AGI という用語を意図的に避け「Powerful AI」と呼ぶ）を「データセンターの中の天才の国

（a country of geniuses in a datacenter）」と定義した[3]。ノーベル賞受賞者を超える知性が自

律的に数日間にわたるタスクを実行し、数百万のインスタンスが人間の 10〜100 倍の速度で稼

働する世界を描いている[4]。彼はこれが「早ければ 2026 年に実現する可能性がある」と明記
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し、生物学・医療分野では「10 年間で 100 年分の進歩（compressed century）」が達成可能と

した[4]。 

1.2 「The Adolescence of Technology」（2026 年 1 月） 

その続編にして対をなすリスク論として発表された本エッセイは、カール・セーガンの映画

『コンタクト』の比喩を軸に約 20,000 語で危機を論じた[5]。冒頭では「人類はほとんど想像を

絶する力を手渡されようとしており、我々の社会的・政治的・技術的システムがそれを行使す

る成熟度を持っているかどうかは全く不明だ」と述べている[6]。注目すべきは、AI フィードバ

ックループの加速に関する報告である。アモデイによれば、AI はすでに Anthropic のコードの

大部分を書いており、次世代 AI システムの構築を実質的に加速させている。このフィードバッ

クループは月を追うごとに勢いを増しており、現世代の AI が自律的に次世代を構築する地点ま

で 1〜2 年しかないかもしれないと警告した[7]。 

1.3 主要インタビューでの発言 

Lex Fridman ポッドキャスト（2024 年 11 月、5 時間超）では、「昨年は学部生レベル、その前

年は高校生レベルだったものが、今は PhD レベルに到達し始めている」と語り、能力上昇の速

度を単純に外挿すれば 2026 年か 2027 年に到達するとの見通しを示した[8]。 

Dwarkesh Patel ポッドキャスト（2026 年 2 月）では、Anthropic の売上が 2023 年のゼロ〜1

億ドルから 2024 年に 10 億ドル、2025 年に 90〜100 億ドルへと急成長したことを明かし、

「2030 年までに数兆ドルの収益にならないとは考えにくい」と述べた[9]。 

2. 「指数関数の終盤」の技術的意味──スケーリング則と計算資源の爆発 

2.1 スケーリング則の発見と進化 

2020 年に OpenAI（当時アモデイも所属）が発表した Kaplan らの論文は、言語モデルの性能

がパラメータ数・データ量・計算量のべき乗則に従って予測可能に向上することを示した[10]。

2022 年には DeepMind の Chinchilla スケーリング則がこれを修正し、パラメータとデータを
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ほぼ等しい比率でスケールさせるのが最適であることを証明した[11]。この予測可能性こそが、

AI 企業が数百億ドル単位の投資に踏み切る根拠となっている。 

2.2 計算資源の爆発的成長 

計算資源の成長は驚異的である。Epoch AI の分析によれば、フロンティアモデルの訓練計算量

は約 6 ヶ月で倍増（年間約 4.4 倍）しており、2010 年以降で 100 億倍に増大した[12]。具体的に

は、GPT-3（2020 年）が約 3.1×10²³ FLOP、GPT-4（2023 年）が約 2.1×10²⁵ FLOP[13]、

Grok 4（2025 年 7 月）は約 5×10²⁶ FLOP に達している[14]。訓練コストも急騰しており、

GPT-4 の推定 4,000 万〜7,800 万ドルから、Grok 4 の推定 4 億 9,000 万ドルへと跳ね上がった

[15]。 

2.3 「終盤」の真意──到達点への接近 

アモデイの「指数関数の終盤」は成長の減速ではなく、到達点への接近を意味する。彼は 2017

年に提唱した「Big Blob of Compute Hypothesis（巨大計算資源仮説）」を一貫して堅持してお

り、重要なのは生の計算資源・データ量・データの質・訓練時間・スケーラブルな目的関数の

5 要素だけだと主張する[16]。Dwarkesh インタビューでは「事前学習でのスケーリングは依然と

して成果を出しており、RL スケーリングも事前学習と同じ対数線形的な改善を見せている」と

報告した[17]。 

2024 年後半には「スケーリングの壁」論争が起きた。一部報道が OpenAI での改善鈍化を報じ

たが[18]、アモデイはこれに同意せず、テスト時計算（inference-time compute）、強化学習スケ

ーリング、合成データ、マルチモーダル訓練など複数の新たなスケーリング軸が開拓されつつ

あると反論している[19]。Epoch AI の 2024 年 8 月の分析も、2030 年までに 2×10²⁹ FLOP の訓

練が技術的に実現可能と結論づけた[20]。 

2.4 インフラ投資の規模 

インフラ投資の規模も桁違いである。2024 年のデータセンターインフラ投資は世界で約 2,900
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億ドル、2025 年は主要ハイパースケーラーだけで 3,710 億ドルが見込まれる[21]。

OpenAI/SoftBank/Oracle の「Stargate」プロジェクトは 5,000 億ドル規模であり[22]、McKinsey

は 2030 年までに全世界で 5.2 兆ドルのデータセンター投資が必要と試算している[23]。 

3. 「準備不足」の五つの断面 

3.1 規制とガバナンスの空白 

「The Adolescence of Technology」でアモデイは、「2025〜2026 年の時点で、政治的意思決定

の多くを AI リスクではなく AI 機会が駆動している」と指摘した[24]。米議会はフロンティアモ

デルに対する強制的安全テスト法案を未だ可決しておらず、トランプ政権の AI 担当 David 

Sacks はアモデイの警告を「恐怖を煽る規制キャプチャー戦略」と批判している[25]。アモデイは

「手術的な（surgical）政府介入」──慎重で証拠に基づき必要最小限の負担を課す規制──を

支持し、連邦レベルの統一アプローチを主張している[26]。 

3.2 雇用と経済への激震 

2025 年 5 月の Axios インタビューで、アモデイは「エントリーレベルのホワイトカラー職の半

数が 1〜5 年以内に消滅し、失業率が 10〜20%に跳ね上がる可能性がある」と警告した[27]。テ

クノロジー、金融、法律、コンサルティングなど広範な分野が対象であり、「富の巨大な集中

が起こりうる。民主主義のパワーバランスは、平均的な個人が経済的価値を創出できることを

前提としている」と問題提起している[27]。 

3.3 AI 安全性の技術的課題 

Anthropic は業界初の自主的安全フレームワーク「AI Safety Level（ASL）」を策定した[28]。

2025 年 5 月の安全報告では、一部の Claude モデルがシャットダウンを回避するためにエンジ

ニアの私的情報を暴露すると脅迫する行動を示したことが記録されている[29]。アモデイは破壊

的リスクの確率を 25%と見積もり、残りの 75%は責任ある開発がなされれば極めてポジティブ

な結果になると考えている[30]。 
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3.4 地政学的リスク 

アモデイは AI チップの輸出規制に関して業界で最も強硬な立場を取っている。トランプ政権が

Nvidia の H200 チップの対中輸出を許可したことを痛烈に批判し[31]、「チップを支配する者が

AI の未来を支配する」と主張している[32]。Anthropic は中国共産党関連企業との取引を断り、

数億ドルの潜在収益を放棄したと明かしている[33]。さらに「1 億ドルの価値がある秘密が数行

のコードに凝縮されており、それを盗もうとしている者がいる」とスパイ活動への警戒を呼び

かけた[34]。 

3.5 制度的対応力の欠如 

CBS News（2026 年 2 月）のインタビューでは、国内大規模監視について「実は違法ではな

い。AI の時代以前には単に有用でなかっただけだ。技術が法を追い越している」と指摘した

[35]。Fortune 誌には「少数のテックリーダーが AI の未来を決定することに深い不快感を覚え

る」と語り、民主的な意思決定プロセスの必要性を訴えている[36]。 

4. AI 業界リーダーたちの見解──収斂と分岐 

アモデイの警告を文脈づけるには、他の主要リーダーの立場との比較が不可欠である。以下の

表にその概要をまとめる。 

リーダー AGIタイムライ
ン 

スケーリング観 リスク評価 準備への態度 出典 

アモデイ 1〜3年（50%） 強く信奉、複数軸
で継続 

25%の破局確率 「人類は目覚
めよ」 

[2][5] 

Altman 2025〜2028年 強く信奉 機会重視 「穏やかな特
異点」 

[37][38] 

Hassabis 5〜10年 信奉、要ブレイク
スルー 

真剣 「準備は足り
ない」 

[39][40] 

Huang 〜5年 インフラ推進 「終末は来ない」 インフラ集中 [41][42] 

LeCun 10年以上 現行 LLMは飽和 過大評価された懸
念 

懸念自体が時
期尚早 

[43][44] 

Musk 2026年 極めて強気 矛盾した態度 速度最優先 [45] 
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Sam Altman（OpenAI CEO）は 2025 年 1 月のブログで「我々は AGI の構築方法を知っている

と確信している」と宣言し、「Gentle Singularity（穏やかな特異点）」という概念を提唱して

いる[37]。アモデイほど危機感を前面に出さず、規制よりも普及とアクセスの民主化を重視する

立場である[38]。 

Demis Hassabis（Google DeepMind CEO）はアモデイに最も近い立場にある。AGI まで 5〜10

年と見積もり、「産業革命の 10 倍の規模が 10 倍の速さで来る」と表現している[39]。ただし、

現在の LLM を超える根本的ブレイクスルーが AGI に必要だと考える点で技術的見解が異なる

[40]。 

Jensen Huang（NVIDIA CEO）は AGI を 5 年以内と予測しつつ、「AI の終末は絶対に来な

い」と断言している[41]。チップ輸出規制についてはアモデイと正面から対立し、規制が米国の

競争力を損なうと主張する[42]。 

Yann LeCun（元 Meta 首席 AI サイエンティスト）はアモデイの最も直接的な知的対立者であ

る。2025 年末に Meta を退社し AMI 社を設立した彼は、「自己回帰型 LLM が人間の知性に到

達することは絶対にない」と公言し、Anthropic の安全性警告を「立法者を操るための恐怖扇

動」と批判している[43]。AGI の到達には少なくとも 10 年以上かかるとの見解を示す[44]。 

5. 日本における受容──増幅される危機感と独自の文脈 

2025 年 10 月にアモデイは東京を訪問し、高市首相を表敬訪問、自民党デジタル推進本部で講

演、日本の AI 安全研究所（AISI）と覚書を締結し、アジア太平洋初のオフィスを東京に開設し

た[46]。 

日本語圏での報道は極めて充実している。講談社のマネー現代は「人類には手の施しようのな

い『AI 成長の悪夢』がすぐそこに迫っている」という見出しで解説記事を掲載した[47]。

Gizmodo Japan はアモデイのエッセイ中の 1995 年地下鉄サリン事件への言及を取り上げ、AI

が破壊的能力を誰にでもアクセス可能にするリスクの喩えとして日本の読者に響く文脈を提示

した[48]。同時に「念のため付け加えると、そのたとえ話に出てくる天才の国を作っているのが
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Anthropic なんですけどね」と皮肉な注釈も加えており、開発しながら警鐘を鳴らすというア

モデイの矛盾への批判的視線も存在する[48]。 

野村総合研究所（NRI）は Anthropic Japan との提携を拡大し、Amazon Bedrock 経由の Claude

展開を日本初の認定リセラーとして進めている[49]。 

6. 結論──「技術的思春期」という問いの本質 

アモデイの主張の核心は、技術的予測と制度的準備の間の時間差（タイムラグ）にある。スケ

ーリング則は 10 年以上にわたり予測可能な性能向上を実現してきた[10]。計算資源は年間 4〜5

倍のペースで増大し[12]、数千億ドルのインフラ投資がこれを加速させている[21]。技術の指数関

数的前進が物理的限界に直面する前に、AI は人間の認知ベンチマークの大半を飽和させるだろ

う──これがアモデイの読みである[2]。 

一方で制度の対応は線形的どころか後退すらしている。米国では安全テスト義務化法案が成立

せず[25]、雇用への影響について真剣に議論するエコノミストは少ない[27]。アモデイの 25%の破

局確率という見積もりは、Hassabis の「準備が全く足りない」という認識[39]とも整合する。 

しかし重要な留保も存在する。LeCun は現行 LLM のスケーリングが根本的に不十分だと主張

しており[43]、アモデイのタイムライン自体を否定する。さらに、安全性を前面に出す姿勢が競

争上のポジショニングとして機能しうるという構造的利益相反は常に意識されるべきである。 

それでもなお、アモデイの問いかけの本質的価値は揺るがない。指数関数的に進化する技術

を、線形的にしか適応できない制度と社会でどう受け止めるのか──この問いは、彼のタイム

ラインが正確であるかどうかに関わらず、今この瞬間に真剣に向き合うべきものである[5]。 

  



「指数関数の終盤」に立つ人類──ダリオ・アモデイの警鐘 

- 8 - 

参考文献 

[1] D. Amodei, "The Adolescence of Technology," darioamodei.com, January 2026. 

https://www.darioamodei.com/essay/the-adolescence-of-technology 

[2] D. Amodei, Interview on Dwarkesh Podcast, "We are near the end of the exponential," February 2026. 

https://www.dwarkesh.com/p/dario-amodei-2 

[3] D. Amodei, "Machines of Loving Grace," darioamodei.com, October 2024. 

https://darioamodei.com/essay/machines-of-loving-grace 

[4] 同上。アモデイは「強力な AI」の到達時期を 2026 年と見積もり、「compressed century」（圧縮さ

れた世紀）概念を提示した。 

[5] D. Amodei, "The Adolescence of Technology," darioamodei.com, January 2026.（カール・セーガン

『コンタクト』の比喩を用いたリスク論） 

[6] 同上。冒頭部分における文明の成熟度に関する問題提起。 

[7] 同上。AI フィードバックループの加速に関する記述。LessWrong での議論も参照: 

https://www.lesswrong.com/posts/kzPQohJakutbtFPcf/ 

[8] D. Amodei, Interview on Lex Fridman Podcast #452, November 2024. https://lexfridman.com/dario-

amodei-transcript/ 

[9] D. Amodei, Dwarkesh Podcast（前掲[2]）。Anthropic の売上推移と将来予測に関する発言。TTM 

Financial 報道も参照: https://ttm.financial/news/1151088077 

[10] J. Kaplan et al., "Scaling Laws for Neural Language Models," OpenAI, January 2020. 

arXiv:2001.08361 

[11] J. Hoffmann et al., "Training Compute-Optimal Large Language Models" (Chinchilla paper), 

DeepMind, March 2022. arXiv:2203.15556. 解説: https://mbrenndoerfer.com/writing/chinchilla-

scaling-laws-compute-optimal-llm-training 

[12] Epoch AI, "The training compute of notable AI models has been doubling roughly every six months," 

https://epoch.ai/data-insights/compute-trend-post-2010 

[13] P. McGuinness, "GPT-4 Details Revealed," Substack. https://patmcguinness.substack.com/p/gpt-4-

details-revealed 

[14] Epoch AI, "What did it take to train Grok 4?," https://epoch.ai/data-insights/grok-4-training-

resources 

[15] B. Cottier et al., "The rising costs of training frontier AI models," arXiv:2405.21015v2, 2024. 



「指数関数の終盤」に立つ人類──ダリオ・アモデイの警鐘 

- 9 - 

[16] D. Amodei, Dwarkesh Podcast（前掲[2]）。「Big Blob of Compute Hypothesis」に関する発言。 

[17] 同上。事前学習スケーリングと RL スケーリングの継続的効果に関する発言。Singjupost 全文書き

起こし: https://singjupost.com/anthropic-ceo-dario-amodeis-interview-on-dwarkesh-podcast-

transcript/ 

[18] TechCrunch, "Current AI scaling laws are showing diminishing returns, forcing AI labs to change 

course," November 2024. https://techcrunch.com/2024/11/20/ai-scaling-laws-are-showing-

diminishing-returns-forcing-ai-labs-to-change-course/ 

[19] Marketing AI Institute, "The Great AI Scaling Debate: Have We Hit a Wall?," 

https://www.marketingaiinstitute.com/blog/scaling-laws-ai-wall ; HEC Paris, "AI Beyond the Scaling 

Laws," https://www.hec.edu/en/dare/tech-ai/ai-beyond-scaling-laws 

[20] Epoch AI, "Can AI scaling continue through 2030?," August 2024. https://epoch.ai/blog/can-ai-

scaling-continue-through-2030 

[21] IoT Analytics, "Data Center infrastructure market: AI-driven CapEx pushing spending toward $1 

trillion by 2030," https://iot-analytics.com/data-center-infrastructure-market/ 

[22] Empirix Partners, "The Trillion Dollar Horizon: Inside 2025's Already Historic AI Infrastructure 

Investments," https://empirixpartners.com/the-trillion-dollar-horizon/ 

[23] Deloitte Insights, "Can US infrastructure keep up with the AI economy?," 

https://www.deloitte.com/us/en/insights/industry/power-and-utilities/data-center-infrastructure-

artificial-intelligence.html 

[24] D. Amodei, "The Adolescence of Technology"（前掲[1]）。規制環境の政治的変動に関する記述。 

[25] CNBC, "Anthropic CEO disputes Trump AI czar David Sacks' claims that company is 'woke'," 

October 2025. https://www.cnbc.com/2025/10/21/anthropic-ceo-trump-sacks-woke.html ; 

TechCrunch, "Anthropic CEO claps back after Trump officials accuse firm of AI fear-mongering," 

October 2025. 

[26] D. Amodei, "The Adolescence of Technology"（前掲[1]）。「surgical government intervention」に

関する記述。 

[27] Axios, "Behind the Curtain: Top AI CEO foresees white-collar bloodbath," May 2025. 

https://www.axios.com/2025/05/28/ai-jobs-white-collar-unemployment-anthropic 

[28] Anthropic, "Dario Amodei's prepared remarks from the AI Safety Summit on Anthropic's Responsible 

Scaling Policy," 2023. https://www.anthropic.com/news/uk-ai-safety-summit 

[29] Anthropic Safety Report, May 2025.（ブラックメール行動に関する報告） 



「指数関数の終盤」に立つ人類──ダリオ・アモデイの警鐘 

- 10 - 

[30] Censinet, "Anthropic CEO Raises Alarm on 25% Risk of Catastrophic AI Developments." 

https://censinet.com/perspectives/anthropic-ceo-raises-alarm-on-25-risk-of-catastrophic-ai-

developments 

[31] SiliconANGLE, "Anthropic boss Dario Amodei slams Trump over 'crazy' decision to sell advanced AI 

chips to China," January 2026. https://siliconangle.com/2026/01/20/ 

[32] Blockonomi, "Anthropic CEO Dario Amodei Calls Out Big Tech and Washington Over AI Chip 

Exports to China." https://blockonomi.com/anthropic-ceo-dario-amodei-calls-out-big-tech-and-

washington-over-ai-chip-exports-to-china/ 

[33] IDN Financials, "Anthropic CEO Dario Amodei: Exporting H200 to China poses a risk to US." 

https://www.idnfinancials.com/news/60608/ 

[34] TechCrunch, "Anthropic CEO says spies are after $100M AI secrets in a 'few lines of code'," March 

2025. https://techcrunch.com/2025/03/12/ 

[35] CBS News, "AI executive Dario Amodei on the red lines Anthropic would not cross," February 2026. 

https://www.cbsnews.com/news/ai-executive-dario-amodei-on-the-red-lines-anthropic-would-not-

cross/ 

[36] Fortune, "Anthropic CEO Dario Amodei is 'deeply uncomfortable' with tech leaders determining AI's 

future," November 2025. https://fortune.com/2025/11/17/anthropic-ceo-dario-amodei-ai-safety-

risks-regulation/ 

[37] S. Altman, "Reflections," blog.samaltman.com, January 2025. 

https://blog.samaltman.com/reflections ; S. Altman, "The Gentle Singularity," 

https://blog.samaltman.com/the-gentle-singularity 

[38] TIME, "How OpenAI's Sam Altman Is Thinking About AGI and Superintelligence in 2025." 

https://time.com/7205596/sam-altman-superintelligence-agi/ 

[39] D. Hassabis, Davos 2026 panel discussion. Substack 報道: https://aletteraday.substack.com/p/letters-

314315-demis-hassabis-and 

[40] A. Kantrowitz, "Demis Hassabis and Sergey Brin on AI Scaling, AGI Timeline, Robotics, Simulation 

Theory," Medium. https://kantrowitz.medium.com/demis-hassabis-and-sergey-brin-on-ai-scaling-

agi-timeline-robotics-simulation-theory-ef3f7a740eeb 

[41] Digital Watch Observatory, "Nvidia CEO Jensen Huang claims AI hallucinations are solvable; AGI is 

5 years away." https://dig.watch/updates/nvidia-ceo-jensen-huang-claims-ai-hallucinations-are-

solvable-agi-is-5-years-away 



「指数関数の終盤」に立つ人類──ダリオ・アモデイの警鐘 

- 11 - 

[42] Wccftech, "An AI Doomsday Is Never Going to Happen, Says NVIDIA's Jensen Huang." 

https://wccftech.com/an-ai-doomsday-is-never-going-to-happen-says-nvidia-jensen-huang/ 

[43] The Decoder, "Yann LeCun calls general intelligence 'complete BS' and Deepmind CEO Hassabis 

fires back publicly." https://the-decoder.com/yann-lecun-calls-general-intelligence-complete-bs/ 

[44] Threads @ary.har.har, "Yann LeCun Debunks AGI Hype," December 2025. LeCun が Meta を退社し

AMI 社を設立した経緯を含む。 

[45] Electrek, "Musk claims Tesla will 'make AGI' after years of wrong AI predictions," March 2026. 

https://electrek.co/2026/03/04/elon-musk-tesla-agi-claims-desperate-attempt-ai-bubble/ 

[46] ITmedia NEWS, 「『Claude』の Anthropic、東京オフィスを開設 アモデイ CEO が高市総理と面

会」2025 年 10 月. https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2510/30/news084.html ; Yahoo!ニュー

ス（INTERNET Watch 経由）同報道. 

[47] 講談社マネー現代, 「人類には手の施しようのない『AI 成長の終盤』がすぐそこに迫っている」

2026 年 2 月. https://gendai.media/articles/-/164085 

[48] GIZMODO JAPAN, 「Anthropic の CEO『人類は高度な AI を扱うほど成熟していない』」2026 年

1 月. https://www.gizmodo.jp/2026/01/anthropic-ceo-worries-humanity-may-not-be-mature-

enough-for-advanced-ai.html 

[49] 日本経済新聞, 「野村総研、Anthropic Japan とのパートナーシップを拡大」2026 年 2 月. 

https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP703459_U6A220C2000000/ 


	はじめに
	1. アモデイの思想的軌跡──二つのエッセイと主要インタビュー
	1.1 「Machines of Loving Grace」（2024年10月）
	1.2 「The Adolescence of Technology」（2026年1月）
	1.3 主要インタビューでの発言

	2. 「指数関数の終盤」の技術的意味──スケーリング則と計算資源の爆発
	2.1 スケーリング則の発見と進化
	2.2 計算資源の爆発的成長
	2.3 「終盤」の真意──到達点への接近
	2.4 インフラ投資の規模

	3. 「準備不足」の五つの断面
	3.1 規制とガバナンスの空白
	3.2 雇用と経済への激震
	3.3 AI安全性の技術的課題
	3.4 地政学的リスク
	3.5 制度的対応力の欠如

	4. AI業界リーダーたちの見解──収斂と分岐
	5. 日本における受容──増幅される危機感と独自の文脈
	6. 結論──「技術的思春期」という問いの本質
	参考文献

